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自動車の脱炭素化燃料として注目されるＨＶＯ

本格普及のカギは供給量の拡大

非可食性で100％利用が可能な「HVO」

バイオ燃料とは、「植物や廃食油、廃棄物などの生物資
源（バイオマス）を原料として製造される再生可能な燃
料」のことです。
自動車で利用されるバイオ燃料は大きく、ガソリン代替

のバイオエタノールと軽油代替のバイオディーゼルに分け
られますが、近年では、バイオディーゼルの一種である
「HVO（水素化植物油）」が注目を集めています。

IEA（国際エネルギー機関）によれば、世界のバイオ燃
料の需要は、2023～28年には年間約380億リットルペー
スで拡大する見通しです。FAMEの増加ペースが鈍化す
る一方、HVOは直近（2017～22年）の約2倍のペースで
増加すると予測されています（図表3）。
ただし、①製造には高度な処理設備が必要で、既存燃

料に比べて高コストであることに加え、②廃食油などの原
料調達に限りがあり、供給量の拡大は限定的との指摘も
あります。
現在、他の非可食性原料（セルロースや微細藻類等）

の生産・処理技術の高度化に向けた取り組みも進められ
ています。こうした供給面の課題が解決に向かい、バイオ
燃料が既存エンジン、既存燃料インフラ活用可能な脱炭
素燃料として、本格的に普及していくことが期待されます。

バイオエタノールや代表的なバイオディーゼルである
「FAME（脂肪酸メチルエステル）」は、①トウモロコシや
パーム油など可食性の物質が主な原料で、食料利用と
競合する、②軽油等の石油由来燃料に似た特徴を有し
ているものの、使用する際には軽油等と混合する必要が
あるといったデメリットがあります（図表1）。
これに対し、HVOは、①非可食性の廃食油などが主原

料であり、②石油由来燃料と同じ炭化水素から成ることか
ら軽油等と混合する必要がなく、欧米等を中心に生産が
拡大しています（図表2）。

図表1 バイオ燃料の主な種類

（注）「食料競合」・・・×：競合する、○：競合しない
「ガソリン代替／軽油代替」・・・△：混合、○：単独使用可

（資料）各種資料より当部作成

図表3 世界のバイオ燃料需要の年間増加量(予測)

（資料）IEA「Renewables 2023」より当部作成

図表2 FAME・HVOの国別生産割合（2020年）

（資料）IEA（国際エネルギー機関）「Renewables 2021」より当部作成

イタリア・トリノで今年4月開催されたG7気候・エネルギー・環境相会合において、バイオ燃料はEV（電気自動車）
と並んで「自動車の脱炭素化に貢献する」と位置づけられ、普及に向けた期待が高まっています。
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食料競合 ガソリン代替 軽油代替

可食由来 × △ －

セルロース由来 ○ △ －

FAME（可食由来） × － △

FAME（非可食由来） ○ － △

HVO ○ － ○
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